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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第３期
第２四半期
連結累計期間

第２期

会計期間
自平成27年２月１日
至平成27年７月31日

自平成26年２月１日
至平成27年１月31日

事業収益 （千円） 411,253 3,229,211

経常利益又は経常損失（△） （千円） △532,015 2,228,546

四半期純損失（△）又は当期純利益 （千円） △440,002 1,736,265

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △431,779 1,700,574

純資産額 （千円） 6,904,425 △87,294

総資産額 （千円） 8,888,421 1,755,057

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額
（円） △10.32 44.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － －

自己資本比率 （％） 77.7 △5.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △705,361 △218,504

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △44,918 △480,411

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 7,391,053 1,373,845

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 7,961,074 1,228,551

 

回次
第３期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年５月１日
至平成27年７月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △7.45

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．事業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．第３期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在

株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．第２期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、当

社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。

５．当社は、第２期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、

第２期第２四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（以下、当社及び連結子会社

SanBio, Inc.（米国カリフォルニア州マウンテンビュー市）の２社を指します。）が判断したものであります。な

お、当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累

計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年２月１日～平成27年７月31日）におけるわが国経済は、企業収益の好調を

背景に、企業の設備投資、雇用拡大、賃上げなどの積極化も見られ、景気は緩やかな回復基調が続いております。

北米経済においても、労働市場の改善を背景に底堅い家計支出にけん引され、堅調に推移しています。しかしなが

ら、欧州や中国など海外景気の下振れ懸念や、原油価格下落の影響により、先行きの不透明な状況下で推移いたし

ました。

再生医療業界におきましては、平成26年に施行された再生医療安全性確保法及び改正薬事法によって再生医療

の産業促進化の期待が高まっていることに加え、平成27年４月には基礎から実用化までの一貫した研究開発の推進

を後押しする日本医療開発機構が設立され、日本発の医薬品や医療機器の創出を支援する環境の整備が進展してお

ります。

このような環境のなかで、当社グループは、わが国における再生医療業界への政府主導による追い風を資金調達

面においても活かすべく、平成27年４月８日に東京証券取引所マザーズ市場へ上場いたしました。また、平成26年

６月に米国食品医薬局（FDA）から実施許諾を得ている、米国における被験者150人規模での慢性期脳梗塞細胞医薬

品「SB623」の第Ⅱb相臨床試験の開始に向けて、現在準備を進めております。一方、米国での開発が進捗するな

か、日本では、慢性期外傷性脳損傷プログラムの製造販売承認の実現性について調査を進めておりましたが、当第

2四半期会計期間中において、日本における再生細胞薬「SB623」の慢性期外傷性脳損傷プログラムの製造販売承認

に向けた開発に本格着手することを決定いたしました。知的財産権についても、平成27年３月３日に当社グループ

の再生細胞薬SB623に関する物質特許（注）が米国において承認されました。本特許を含め、当第２四半期連結累

計期間中に計２件の特許を取得いたしました。

このような状況のなか、当第２四半期連結累計期間の事業収益は411百万円、営業損失は555百万円となりまし

た。また、為替差益83百万円を計上する一方、新規上場に伴う株式交付費32百万円及び上場関連費用18百万円、支

払利息８百万円を計上したことにより、経常損失は532百万円、四半期純損失は440百万円となりました。

なお、当社グループは他家幹細胞を用いた再生細胞事業の単一セグメントであるため、セグメント別の業績記載

を省略しております。

 

（注）医薬品の特許には「物質特許」「製法特許」「製剤特許」「用途特許」の４つがあります。物質特許とは物

質そのものを保護する特許で、医薬品の特許のなかで最も重要で権利範囲の広い特許として取得に大きな費

用と時間が必要になります。物質特許を取得できれば、開発した医薬品を独占的に製造・販売することがで

きます。

 

 (2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、8,823百万円（前連結会計年度末は1,258百万円）となり、前

連結会計年度末に比べて7,565百万円増加いたしました。これは、現金及び預金が7,228百万円増加したことが主な

要因であります。

 

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、64百万円（前連結会計年度末は497百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて432百万円減少いたしました。これは、投資その他の資産が467百万円減少したことが主な要因

であります。

 

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、599百万円（前連結会計年度末は380百万円）となり、前連結

会計年度末に比べて218百万円増加いたしました。これは、未払金が224百万円増加したことや未払費用が13百万円

減少したことが主な要因であります。
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（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、1,384百万円（前連結会計年度末残高は1,461百万円）とな

り、前連結会計年度末に比べて77百万円減少いたしました。これは、繰延税金負債が77百万円減少したことが主な

要因であります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、6,904百万円（前連結会計年度末は△87百万円）となりました。

これにより、自己資本比率は△5.0％から77.7％に改善いたしました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、7,961百万円となりま

した。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は705百万円となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純損失532百万円の計上及び前渡金の増加327百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は44百万円となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出39百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果獲得した資金は7,391百万円となりました。これは主に、株

式の発行による収入7,327百万円によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、685百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年９月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 44,470,491 44,470,491
東京証券取引所

(マザーズ）

完全議決権株式であ

り、株式としての権

利内容に何ら限定の

ない当社における標

準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 44,470,491 44,470,491 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、平成27年９月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使

により発行された株式数は含まれておりません。

２．平成27年４月８日付で、当社株式は東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年５月１日～

平成27年７月31日(注)
238,345 44,470,491 9,457 3,801,388 9,457 3,798,888

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

  平成27年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

川西　徹 東京都江東区 12,221 27.48

森　敬太 神奈川県横浜市港北区 5,997 13.48

大日本住友製薬株式会社
大阪府大阪市中央区道修町二丁目６番８

号
2,820 6.34

帝人株式会社
大阪府大阪市中央区南本町一丁目６番７

号
2,777 6.24

SBIインキュベーション株式会社 東京都港区六本木一丁目６番１号 1,923 4.32

富士フイルム株式会社 東京都港区西麻布二丁目26番30号 1,279 2.87

GOLDMAN, SACHS & CO.REG 200 WEST STREET NEW YORK,NY,USA 1,200 2.69

三菱UFJキャピタル株式会社
東京都中央区日本橋一丁目７番17号

（日本橋御幸ビル）
966 2.17

バイオビジョン・ライフサイエン

ス・ファンド１号
東京都港区六本木一丁目６番１号 840 1.89

MORGAN STANLEY SMITH BARNEY LLC

CLIENTS FULLY PAID SEG ACCOUNT

1585 BROADWAY NEW YORK, NY 10036

U.S.A
644 1.45

計 － 30,671 68.97
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

平成27年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  44,466,800 444,668

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株と

なっております。

単元未満株式 普通株式　　　　3,691 － －

発行済株式総数 44,470,491 － －

総株主の議決権 － 444,668 －

(注) 「単元未満株式」には当社所有の自己株式16株が含まれております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
 
 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年５月１日から平

成27年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年２月１日から平成27年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例について

　当四半期報告書は、第２四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、「企業内容等開示ガイドライン24

の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っていません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年７月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,228,551 8,457,234

その他 29,464 366,579

流動資産合計 1,258,016 8,823,814

固定資産   

有形固定資産 18,279 53,064

投資その他の資産 478,761 11,543

固定資産合計 497,041 64,607

資産合計 1,755,057 8,888,421

負債の部   

流動負債   

短期借入金 100,000 100,000

賞与引当金 10,253 1,990

その他 270,252 497,333

流動負債合計 380,506 599,324

固定負債   

長期借入金 1,100,000 1,100,000

その他 361,845 284,671

固定負債合計 1,461,845 1,384,671

負債合計 1,842,351 1,983,995

純資産の部   

株主資本   

資本金 89,573 3,801,388

資本剰余金 3,801,016 7,512,830

利益剰余金 △3,990,534 △4,430,536

自己株式 － △28

株主資本合計 △99,944 6,883,653

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 11,830 20,052

その他の包括利益累計額合計 11,830 20,052

新株予約権 819 718

純資産合計 △87,294 6,904,425

負債純資産合計 1,755,057 8,888,421
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

事業収益 411,253

事業費用  

研究開発費 ※１ 685,162

その他の販売費及び一般管理費 ※２ 281,768

事業費用合計 966,931

営業損失（△） △555,677

営業外収益  

受取利息 241

為替差益 83,156

その他 27

営業外収益合計 83,425

営業外費用  

支払利息 8,960

株式交付費 32,446

上場関連費用 18,356

営業外費用合計 59,762

経常損失（△） △532,015

特別損失  

固定資産除却損 1

特別損失合計 1

税金等調整前四半期純損失（△） △532,016

法人税、住民税及び事業税 580

法人税等調整額 △92,595

法人税等合計 △92,014

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △440,002

四半期純損失（△） △440,002
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △440,002

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 8,222

その他の包括利益合計 8,222

四半期包括利益 △431,779

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △431,779

少数株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年２月１日
　至　平成27年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △532,016

減価償却費 5,853

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,278

受取利息 △241

支払利息 8,960

為替差損益（△は益） △84,384

株式交付費 32,446

固定資産除却損 1

前渡金の増減額（△は増加） △327,677

未払金の増減額（△は減少） 218,271

未払費用の増減額（△は減少） △16,578

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
7,960

その他の流動資産の増減額（△は増加） △176

その他の流動負債の増減額（△は減少） △370

小計 △696,230

利息の受取額 115

利息の支払額 △8,981

法人税等の支払額 △265

営業活動によるキャッシュ・フロー △705,361

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △39,072

無形固定資産の取得による支出 △258

敷金の差入による支出 △5,587

投資活動によるキャッシュ・フロー △44,918

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 7,327,553

新株予約権の行使による株式の発行による収入 63,527

自己株式の取得による支出 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,391,053

現金及び現金同等物に係る換算差額 91,749

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,732,522

現金及び現金同等物の期首残高 1,228,551

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,961,074
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※１　研究開発費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日）

賞与引当金繰入額 186千円

委託研究開発費 434,586

 

※２　その他の販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年２月１日
　　至　平成27年７月31日）

賞与引当金繰入額 1,592千円

支払手数料 71,935

支払報酬 70,990

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年２月１日
至 平成27年７月31日）

現金及び預金勘定 8,457,234千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △496,160

現金及び現金同等物 7,961,074

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自平成27年２月１日　至平成27年７月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　当社は、平成27年４月７日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新

株式発行4,000,000株（発行価格2,000円、引受価額1,840円、資本組入額920円）により、資本金及び資本準備

金がそれぞれ3,680,000千円増加しております。

　また、当第２四半期連結累計期間においてストック・オプションとしての新株予約権の権利行使により資本

金及び資本準備金がそれぞれ31,814千円増加しております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末において資本金が3,801,388千円、資本剰余金が7,512,830千円と

なっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当第２四半期連結累計期間（自平成27年２月１日　至平成27年７月31日）

　　当社グループは、他家幹細胞を用いた再生細胞事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年２月１日
至　平成27年７月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △10円32銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△）（千円） △440,002

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △440,002

普通株式の期中平均株式数（株） 42,634,016

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため、記載し

ておりません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年９月10日

サンバイオ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加　藤　　博　久　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐　野　　明　宏　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンバイオ株式
会社の平成27年２月１日から平成28年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年５月１日から平
成27年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年２月１日から平成27年７月31日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンバイオ株式会社及び連結子会社の平成27年７月31日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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